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十
�
首
構
成
へ
の
懐
疑―

黒
田
真
美
子　
　

は
じ
め
に

「
悼
亡
詩
」
と
は
、
周
知
の
如
く
西
晋
・
潘
岳
（
�
�
�―

�
○
○
）
が
創
始
し
た
と
さ
れ
る
亡
妻
を
悼
む
詩
で
あ
る
。
潘
詩
は

『
文
選
』
巻
�
十
�
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、「
悼
亡
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
唐
・
李
善
（
？―

六
�
�
）
注
は
、「
風
俗
通
に
曰
く
、

終
り
を
愼
し
み
亡
を
悼
む
、
と纊
」
を
引
い
て
い
る
。「
愼
終
」
と
は
『
論
語
』
学
而
の
「
曾
子
曰
く
、
終
り
を
愼
し
み
遠
き
を
追
へ
ば
、

民
の
徳
、
厚
き
に
帰
す
」
を
踏
ま
え
、「
喪
に
其
の
礼
を
尽
す
」（
朱
注
）
の
意
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
悼
亡
」
と
は
、
礼
を
尽
し
、

懇
ろ
に
死
を
悼
む
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

此
の
如
き
原
義
が
詩
と
結
び
つ
い
た
経
緯
に
つ
い
て
、
清
・
趙
翼
『
陔
餘
叢
考
』（
巻
�
十
�
）
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

壽
詩
・
輓
詩
・
悼
亡
詩
、
惟
だ
悼
亡
詩
の
み
最
も
古
し
。
潘
岳
・
孫
楚
皆
悼
亡
詩
有
り
て
、
載
せ
て
文
選
に
入
る
。
南
史
に

宋
の
文
帝
の
時
、
袁
皇
后
崩
じ
、
上
は
顔
延
之
を
し
て
哀
策
を
為つ
く

ら
し
め
、
上
自
ら
「
撫
存
悼
亡
、
感
今
懐
昔
」
の
�
字
を
益

す
と褜
。
此
れ
悼
亡
の
名
の
始
ま
る
所
な
り
。
崔
祖
思
伝
に
、
斉
の
武
帝
の
何
美
人
死
し
、
帝　

墓
に
過
り
、
自
ら
悼
亡
詩
を
為

り
、
崔
元
祖
を
し
て
之
に
和
せ
し
む
、
と鍈
。
則
ち
斉
梁
よ
り
起
こ
る
。
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時
の
皇
帝
が
愛
す
る
女
性
の
死
を
悼
ん
で
著
名
な
詩
人
に
作
詩
を
命
じ
た
り
自
ら
詩
作
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、「
悼
亡
詩
」
と
い
う

分
野
が
遅
く
と
も
斉
梁
期
に
お
い
て
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
斉
梁
期
の
沈
約

「
悼
往
」
�
首
・
江
淹
「
悼
室
人
」
十
首
・
庾
信
「
傷
往
」
�
首
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
隋
に
下
っ
て
、
薜
徳
音
「
悼
亡
」
�
首

が
見
え
る
が
、
そ
の
後
、
管
見
の
限
り
初
唐
盛
唐
に
は
見
当
ら
な
い
。
中
唐
初
期
に
至
っ
て
初
め
て
、
韋
応
物
（
�
�
�
？―

�
�

�
？
）
の
悼
亡
詩
が
出
現
す
る
。
し
か
も
十
�
首
と
い
う
多
篇
が
。
趙
翼
が
筆
頭
に
挙
げ
た
潘
詩
は
�
首
、
孫
詩
は
�
首銈
、
そ
し
て

右
に
列
挙
し
た
詩
人
の
篇
数
と
比
較
す
れ
ば
、
韋
詩
の
十
�
首
の
多
数
が
際
立
つ
。
従
来
、
悼
亡
詩
は
、
潘
詩
に
倣
っ
て
�
首
連
作

が
定
型
と
さ
れ蓜
、
そ
れ
は
挽
歌
が
�
首
で
あ
る
こ
と
と
関
連
づ
け
て
説
か
れ
て
き
た俉
。
し
か
し
な
が
ら
、
斉
梁
期
の
�
詩
人
の
悼
亡

詩
が
�
首
構
成
で
は
な
い
こ
と
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
必
ず
し
も
�
首
が
定
型
と
は
断
じ
得
な
い
。
韋
詩
以
降
、
清
代
ま
で
の
主

な
悼
亡
詩
の
系
譜
を
槪
観
す
れ
ば
、
確
か
に
、
直
近
、
元
稹
の
「
遣
悲
懐
」、
北
宋
・
梅
堯
臣
「
悼
亡
」、
南
宋
・
王
十
明
「
悼
亡
」、

明
・
何
景
明
「
悼
亡
」
の
�
篇
は
い
ず
れ
も
�
首
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
多
数炻
は
�
首
構
成
を
取
ら
な
い
。
右
の
�
篇
は
、
挽
歌

を
意
識
し
た
と
い
う
よ
り
、
潘
詩
に
拠
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
指
摘
す
べ
き
は
、
後
述
す
る
如
く
、
元
稹
は
右
の
�

首
を
含
む
�
十
�
首
、
梅
堯
臣
も
総
計
�
十
余
首
を
作
成
し
て
お
り
、
清
代
に
至
る
ま
で
の
悼
亡
詩
史
の
中
で
、
突
出
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
即
ち
元
・
梅
両
者
の
多
篇
作
成
の
嚆
矢
と
し
て
、
韋
応
物
の
悼
亡
詩
十
�
首
が
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

拙
論
は
、
当
初
、
悼
亡
詩
の
流
れ
の
中
で
、
十
�
首
が
突
如
、
な
ぜ
出
現
し
た
の
か
、
そ
れ
は
い
か
な
る
特
質
を
有
す
る
か
に
つ

い
て
の
考
察
を
企
図
し
た
。
�
方
、
横
糸
と
し
て
、
韋
応
物
詩
全
体
に
お
け
る
悼
亡
詩
の
意
味
を
も
考
究
せ
ん
と
す
る
中
で
、
十
�

首
以
外
に
悼
亡
詩
と
看
做
す
べ
き
十
�
首
の
詩
篇
を
見
出
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
を
展
開
す
る
前
に
、
そ
れ
ら
が
果
し
て
悼
亡

詩
と
断
定
し
得
る
か
否
か
を
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拙
論
を
「
序
説
」
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。
そ
れ
は
右
に
記
し
た
如
き

「
悼
亡
詩
」
定
義
の
再
考
を
迫
る
と
と
も
に
、
韋
詩
の
独
自
性
に
も
関
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。



韋
応
物
悼
亡
詩
論　

序
説

三七


先
づ
は
悼
亡
詩
の
主
人
公
で
あ
る
韋
応
物
の
妻
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

第
一
章　

韋
応
物
の
妻

韋
応
物
の
妻
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
名
前
す
ら
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
�
○
○
�
年
十
�
月
、
韋
応
物
の
墓
誌
銘
と
と
も

に
、
韋
自
ら
の
手
に
成
る
妻
の
墓
誌
銘
も
発
掘
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
下
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た昱
。

妻
は
河
南
の
元
氏
、
諱
は
蘋
、
字
は
仏
力
。
① 

開
元
�
十
�
年
（
�
�
○
）
�
月
�
日
生
ま
れ
、
元
家
は
北
魏
・
昭
成
皇
帝
（
在

位
�
�
�―

�
�
六
）
の
末
裔
で
、
父
挹
は
、
尚
書
吏
部
員
外
郎
、
蘋
は
そ
の
長
女
。
② 

天
宝
十
�
載
（
�
�
六
）
�
月
�
十
�
日
、

京
兆
昭
応
県
（
今
の
西
安
市
臨
童
区
）
で
、
韋
応
物
に
嫁
い
だ
。
③ 

大
暦
十
�
年
（
�
�
六
）
�
月
�
十
日
、
功
曹
東
庁
内
院
の
官

舎
で
逝
去
。
そ
の
時
、
長
女
は
未
婚
、
次
女
は
�
歳
、
長
男
慶
復
は
数
ヵ
月
。

右
の
事
実
を
韋
応
物
と
の
関
わ
り
か
ら
捉
え
る
と
、
元
蘋
の
家
柄
は
、
北
周
の
高
官
を
祖
と
す
る
韋
応
物棈
と
同
じ
く
北
朝
出
自
の

名
門
（
①
）
で
あ
り
、
こ
の
縁
組
み
は
、
つ
り
あ
い
の
取
れ
た
、
典
型
的
「
門
当
戸
対
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
家
系
を
さ
ら
に
調
査
す
る
と
、
下
記
の
如
く
興
味
深
い
�
点
が
浮
び
上
が
る
。
�
つ
は
、
す
で
に
山
田
和
大
氏
が
指
摘
す
る鋹

よ
う
に
、
元
稹
と
の
親
族
関
係
で
あ
る
。
彼
の
曽
祖
父
元
延
景
は
、
元
蘋
等
兄
弟
の
曽
祖
父
元
延
祚
の
兄
で
あ
り
、
元
稹
と
元
蘋
等

兄
弟
は
、
同
世
代
に
属
し
て
い
る曻
。
即
ち
、
韋
応
物
は
元
蘋
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
、
元
稹
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
前
述
の
如
く
、
悼
亡
詩
の
系
譜
に
お
け
る
元
詩
と
韋
詩
の
近
さ彅
を
想
起
す
れ
ば
、
こ
の
姻
戚
関
係
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

元
稹
の
悼
亡
詩
論
に
お
い
て
、
改
め
て
論
じ
た
い
。

も
う
�
つ
は
、
柳
宗
元
（
�
�
�―

�
�
�
）
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
父
元
挹
の
子
息
（
即
ち
元
蘋
の
兄
弟
）
は
、
注
・
洪
・
錫
・

銑
の
�
人
で
あ
る丨
が
、
次
男
の
洪
（
字
は
巨
川
）
が
饒
じ
ょ
う
し
ゅ
う州
刺
史
だ
っ
た
時
（
元
和
六
年
�
�
�
？―

�
年
�
�
�
）、
永
貞
�
司
馬仡
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の
�
人
呂
温
が
饒
州
（
江
西
省
）
に
流
謫
さ
れ
て
い
た
。
洪
は
呂
を
高
く
評
価
し
、
呂
を
通
じ
て
、
当
時
永
州
（
湖
南
省
）
謫
居
の

身
の
柳
宗
元
を
知
得
し
、
文
を
交
し
て
い
る仼
。
柳
宗
元
と
の
縁
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
元
蘋
逝
去
時
、
未
婚
だ
っ
た
長
女

（
③
）
は
、
母
に
代
わ
っ
て
弟
妹
の
養
育
に
励
ん
だ
が
、
そ
の
後
、
楊
凌
（
字
は
恭
履
）
に
嫁
い
だ伀
。
こ
の
楊
凌
は
、
大
暦
年
間
「
�

楊
」
と
し
て
文
名
高
き
�
兄
弟
の
�
人
で
、
長
兄
は
後
の
京
兆
の
尹
、
楊
馮伃
、
即
ち
柳
宗
元
の
岳
父
で
あ
る
。
�
兄
弟
と
も
柳
宗
元

の
父
鎮
と
交
遊
が
あ
り
、
鎮
は
凌
を
「
最
も
文
を
善
く
す
」
と
評
し
て
い
た
と
い
う伹
。
残
念
な
こ
と
に
、
凌
は
早
世
し
、
柳
宗
元
は

彼
の
遣
文
集
に
序
文
を
書
き
「
学
富
み
識
遠
く
、
才
湧
き
て
未
だ
已
ま
ず
」
と
、
そ
の
死
を
悼
ん
で
い
る佖
。
以
上
の
如
く
、
韋
応
物

は
娘
の
結
婚
に
よ
っ
て
、
遠
戚
な
が
ら
、
柳
宗
元
と
縁
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
柳
宗
元
が
楊
馮
の
娘
と
結
婚
し
た
の
は

貞
元
十
�
年
（
�
�
六
）、
韋
の
死
後
に
な
る
が
、
婚
約
は
興
元
元
年
（
�
�
�
）、
韋
応
物
の
滁
州
時
代
で
あ
る
。
韋
が
そ
の
婚
約

を
知
っ
て
い
た
蓋
然
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。
�
人
の
縁
戚
は
、
拙
論
の
テ
ー
マ
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
が
、「
王
孟
韋
柳
」
と
称
さ

れ
る
自
然
詩
人
の
系
譜
を
想
え
ば
、
看
過
し
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
�
点
は
、
元
挹
の
�
男
、
元
錫侒
（
字
は
君
貺
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
元
錫
は
、
韋
の
詩
集
中
、
送
別
や
贈
答
の
対
象
と
し
て
少

な
か
ら
ず
登
場
し
、
従
来
、
親
し
い
友
人
の
�
人
と
し
て
目
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
交
友
は
、
建
中
、
興
元
元
年
（
�
�
�
）
の
滁
州

時
代
ま
で
及
ん
で
い
る侊
。
即
ち
妻
の
死
か
ら
�
年
後
ま
で
、
そ
の
弟
と
の
交
流
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
無
論
、
錫
と
の

相
性
の
良
さ
が
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
が
、
亡
き
妻
へ
の
追
慕
が
皆
無
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
錫
と
関
わ
り
の
あ
る
詩
篇
は
、
拙

論
の
続
編
で
考
察
し
た
い
。

次
い
で
、
韋
応
物
の
結
婚
の
時
期
と
場
所
（
②
）
が
判
明
し
た
こ
と
は
、
韋
応
物
の
履
歴
に
於
い
て
、
重
要
な
意
味
を
有
す
る侚
。

彼
は
十
代
半
ば
、
父
祖
の
恩
蔭
に
よ
っ
て
「
右
千
牛
」
と
い
う
玄
宗
皇
帝
の
身
近
に
控
え
る
近
衛
兵
に
選
ば
れ侔
、
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少
事
武
皇
帝　

少
く
し
て
武
皇
帝
に
事
へ

無
頼
恃
恩
私　

無
頼
に
し
て
恩
私
を
恃
む 

（「
楊
開
府
に
逢
ふ俍
」）

と
い
う
特
権
階
級
を
享
受
し
た
。
だ
が
天
宝
十
�
載
（
�
�
�
）
に
勃
発
し
た
安
史
の
乱
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
を
失
う
。
玄
宗
は
蜀

へ
逃
れ
る
が
、
そ
の
際
、
韋
応
物
は
扈
従
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
点
が
不
明
だ
っ
た
の

は
、
深
澤
�
幸
「
韋
応
物
の
歌
行偀
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
韋
自
身
「
温
泉
行
」（
巻
�
）
な
ど
の
作
で
右
千
牛
時
代
を
回
顧
し
な
が

ら
も
安
史
の
乱
に
は
殆
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
足
か
け
�
年
に
亘
る
叛
乱
を
飛
び
越
え
て
、
唐
突
に
玄
宗
崩
御
が
詠

ま
れ
て
い
る
。
先
に
引
い
た
「
楊
開
府
に
逢
ふ
」
に
お
い
て
も
、

 　

 

驪
山
風
雪
夜　

驪
山　

風
雪
の
夜

長
楊
羽
猟
時　

長
楊　

羽
猟
の
時倢

 　

 

�
字
都
不
識　

�
字
も
都
て
識
ら
ず

飲
酒
肆
頑
痴　

酒
を
飲
み
て　

頑
痴
を
肆
に
す

 　

 

武
皇
升
仙
去　

武
皇　

升
仙
し
て
去
り

憔
悴
被
人
欺　

憔
悴
し
て　

人
に
欺
か
る

と
本
来
、
第
六
・
�
联
の
間
に
歌
わ
れ
る
べ
き
安
史
の
乱
が
欠
落
し
て
い
る
。
こ
の
謎
に
つ
い
て
、
深
澤
氏
は
、
乱
に
よ
っ
て
「
破

壊
さ
れ
た
世
界
は
、
玄
宗
が
生
き
て
さ
え
い
れ
ば
、
復
活
が
可
能
」
だ
が
、
玄
宗
の
死
は
そ
の
希
望
を
完
全
に
打
ち
砕
い
た
。
即
ち
、

「
彼
に
と
っ
て
乱
そ
の
も
の
よ
り
も
玄
宗
の
死
」
の
方
が
重
か
っ
た
か
ら
と
解
す
。
し
か
し
、
今
回 

② 

の
事
実
に
よ
っ
て
、
乱
の
欠
落

は
、
彼
が
、
玄
宗
の
逃
避
行
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
打
撃
の
大
き
さ
ゆ
え
と
解
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
失
職
と
い
う
現
実

的
意
味
だ
け
で
は
な
く
、「
恩
私
」
が
唯
�
の
精
神
的
拠
り
所
で
あ
っ
た
若
き
韋
応
物
の
生
の
基
盤
の
瓦
解
に
も
等
し
い
衝
撃
で
あ
っ

11556677
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た
に
違
い
な
い
。
�
十
年
後
の
回
想俿
の
中
で
も
触
れ
得
な
い
ほ
ど
に
。
�
十
歳
と
い
う
人
生
の
出
発
点
に
お
け
る
こ
の
絶
望
的
挫
折

感
と
安
史
の
乱
後
の
無
秩
序
で
荒
廃
し
た
時
代
状
況
、
こ
の
�
点
は
韋
応
物
の
価
値
観
の
形
成
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
有
し
て
お

り
、
そ
れ
が
詩
作
の
パ
ト
ス
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
悼
亡
詩
と
い
う
極
め
て
私
的
領
域
に
お

い
て
は
、
殊
に
看
過
し
得
な
い
。
即
ち
、
�
人
の
結
婚
は
、
長
安
陥
落
直
後
、
公
私
と
も
に
人
生
最
悪
の
状
況
の
中
で
挙
行
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
の
苛
酷
な
日
々
を
妻
が
た
だ
�
人
理
解
し
て
「
憔
悴
し
て
人
々
に
欺
か
れ
た
」
彼
を
支
え
た
。
後
述

の
如
く
、
悼
亡
詩
中
、
�
人
で
「
手
を
携
へ
て
」
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た
と
い
う
妻
へ
の
強
い
共
感
が
、
繰
り
返
し
詠
ま
れ
る

の
は
、
右
の
�
点
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
墓
誌
銘
の
記
述
を
出
発
点
に
し
て
、
韋
応
物
と
の
関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
他
の
資
料
を
も
用
い
て
妻
と
そ
の
周

辺
を
明
ら
か
に
し
た
。
だ
が
墓
誌
銘
に
は
、
無
論
、
彼
女
の
為
人
も
記
さ
れ
て
い
る
。

動
止
礼
則
、
柔
嘉
端ず
い

懿い

な
り
。
順
ひ
て
以
て
婦
と
為
り
、
親
を
奉
ず
る
に
孝
た
り
。
嘗つ
ね

に
内
事
を
修
理
す
る
の
余
あ
ら
ば
、
則

ち
詩
書
を
誦
読
し
、
華
墨
を
翫
習
す
。

孝
・
礼
な
ど
の
儒
教
的
婦
徳
や
、『
詩
経
』『
書
経
』
を
暗
誦
す
る
教
養
を
備
え
、
書
道
に
も
秀
で
て
い
た
妻
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
家
事
育
児
教
育
万
般
と
い
う
�
般
的
妻
女
の
役
割
に
も
優
れ
て
い
た
と
記
す
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
悼
亡
詩
と
重
な
る
韋

応
物
の
哀
し
み
と
喪
失
感
の
吐
露
で
あ
ろ
う
。

余
は
年
強
仕
（
�
十
歳
）
を
過
ぎ
、
晩
に
し
て
傷
み
易
し
。
昏
を
望
み
て
門
に
入
る
毎
に
、
寒
席
に
主
無
し
。
手
沢
衣
膩じ

、
尚

ほ
平
生
を
識
り
、
香こ
う

奩れ
ん

粉ふ
ん

嚢の
う

、
猶
ほ
故
処
に
置
く
。
器
用
百
物
、
復
た
視
る
に
忍
び
ず
。
況
ん
や
生
き
て
は
貧
約
に
処
り
、
歿

し
て
は
第
宅
無
き
を
や
。
永
く
以
て
負
と
為
す
。

こ
こ
に
は
、
�
十
歳
を
過
ぎ
て
老
い
を
覚
え
る
韋
応
物
の
自
意
識
を
看
取
で
き
、
そ
れ
故
に
�
層
、
深
ま
る
悲
哀
と
喪
失
感
が
率



韋
応
物
悼
亡
詩
論　

序
説

四一


直
に
表
白
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
貧
し
さ
の
た
め
に
倹
約
生
活
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
し
ま
い
、
亡
く
な
る
時
に
は
屋
敷
も
な
か
っ

た
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
「
と
こ
し
な
え
の
負
い
目
」
と
強
い
懺
悔
で
結
ん
で
い
る
。
こ
の
老
い
の
自
意
識

と
喪
失
感
、
そ
し
て
後
悔
の
念
が
、
悼
亡
詩
に
も
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
指
摘
す
る
に
止
め
、
次
に
、
現
在
伝
わ
る
悼
亡
詩
十

�
首
の
構
成
に
つ
い
て
論
及
す
る
。

第
二
章　

韋
応
物
悼
亡
詩
の
十
九
首
構
成

韋
応
物
の
悼
亡
詩
十
�
首
は
、
巻
六
「
感
嘆
」
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
第
�
首
「
傷
逝
」
の
題
下
注
に
「
此
の
後
の
嘆
逝
哀
傷
十

�
首
は
、
尽
く
同
徳
精
舎
の
旧
居
に
て
傷
懐
せ
し
時
に
作
る
所
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
同
徳
精
舎
」
と
は
、
大
暦
�
年
（
�
�

�
）
頃
、
�
年
ほ
ど
勤
め
た
河
南
府
兵
曹
参
軍
を
辞
職
し
た
際
、
彼
が
身
を
寄
せ
た
洛
陽
郊
外
同
徳
寺
の
閑
居
先
で
あ
る
。
だ
が
、

十
�
首
の
中
に
は
「
富
平
」（
第
�
首
、
京
兆
府
の
属
県
、
高
陵
の
北
）「
昭
国
里
」（
第
十
首
、
長
安
城
の
坊
里
、
朱
雀
門
大
街
東
第

�
街
、
北
か
ら
第
十
坊
）
で
の
作
が
含
ま
れ
て
お
り
、
洛
陽
で
の
作
と
看
做
し
得
る
の
は
、
第
十
�
首
の
み
で
あ
る
。
孫
望
も
こ
の

題
下
注
に
疑
義
を
呈
し
、
韋
応
物
の
原
注
で
は
な
い
蓋
然
性
を
説
く
。
或
い
は
原
注
だ
と
し
て
も
、
各
種
の
テ
キ
ス
ト
を
校
勘
し
た

結
果
、「
時
所
作
」
を
衍
字
と
看
做
し
、「
同
徳
精
舎
で
の
作
が
悼
亡
詩
最
後
の
篇
（「〈
同
徳
精
舎
の
旧
居
に
て
傷
懐
す
〉
に
尽
く
」）」

と
い
う
意
味
に
解
し
て
い
る倞
。

右
の
疑
義
説
を
補
強
す
る
の
は
、
北
宋
嘉
祐
元
年
（
�
○
�
六
）
執
筆
の
王
欽
臣
の
序
文
で
あ
る
。

集
十
巻
有
れ
ど
も
、
綴
叙
は
猥
り
に
并
び
て
、
旧
次
に
非
ざ
ら
ん
。
今
諸
本
を
取
り
て
校
定
し
、
部
居
す
る
所
に
仍
り
て
、
其

の
雑
厠
を
去
り
、
十
�
総
類
に
分
か
ち
、
�
百
�
十
�
篇
を
合
し
、
題
し
て
韋
蘇
州
集
と
曰
ふ偆
。

即
ち
、
嘉
祐
元
年
の
段
階
で
、
す
で
に
原
著
は
乱
れ
て
お
り
、
王
欽
臣
が
収
集
整
理
し
て
、
十
�
類
に
分
類
し
、
�
�
�
首
を
編
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ん
だ
と
い
う
。
現
在
の
伝
本
、
校
注
本
の
構
成
を
調
べ
る
と
、
繋
年
編
集
の
孫
望
本
を
除
い
て
、
殆
ん
ど
が
左
記
の
如
く
、
十
�
分

類
に
な
っ
て
い
る
。
�
部
叢
刊
本
を
例
に
取
る
と
、
�
、
賦
／
�
、
雑
擬
／
�
、
燕
集
／
�
、
寄
贈
／
�
、
送
別
／
六
、
酬
答
／
�
、

逢
遇
／
�
、
懐
思
／
�
、
行
旅
／
十
、
感
嘆
／
十
�
、
登
眺
／
十
�
、
遊
覧
／
十
�
、
雑
興
／
十
�
、
歌
行
、
�
六
�
首
で
あ
る
。

第
�
類
と
第
十
�
類
は
上
下
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
を
分
別
す
れ
ば
、
十
�
分
類
に
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
赤
井
益

久
「
韋
応
物
伝
説
伝
本
攷
」
の
説
く
如
く
「
今
に
伝
わ
る
十
�
分
類
は
王
欽
臣
に
始
ま
る偰
」
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
第
十
「
感
嘆
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
悼
亡
詩
十
�
首
も
、
最
終
的
に
は
王
欽
臣
の
手
が
加
わ
っ
て
構
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い

と
い
え
よ
う
。

王
欽
臣
（
字
は
仲
至
）
は
『
宋
史
』
巻
�
�
�
に
拠
れ
ば
「
清
亮
に
し
て
志
操
有
り
」、
欧
陽
修
に
重
ん
じ
ら
れ
「
性
は
古
を
嗜
む
」

と
あ
る偂
。
さ
す
れ
ば
「
清
風
」「
古
淡
」
と
評
さ
れ
る傔
韋
詩
に
、
欽
臣
が
心
引
か
れ
た
の
も
故
無
し
で
は
な
い
。
ま
た
、『
崇
文
総
目
』

を
編
ん
だ
王
堯
臣
が
従
兄
で
あ
り
、
欽
臣
自
身
も
、「
蔵
書
数
万
巻
」
を
有
し
て
、
自
ら
校
讐
し
、
そ
の
成
書
は
「
世
に
善
本
と
称
」

さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
に
至
る
ま
で
遵
守
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
得
る
に
相
応
し
い
人
物
と
い
え
よ
う
。
そ
の
彼
が
、
果
し
て

悼
亡
詩
を
ど
の
よ
う
に
編
み
直
し
た
か
、
今
と
な
っ
て
は
正
確
に
は
不
明
だ
が
、
そ
の
意
図
は
下
記
の
如
く
推
考
で
き
る
。

ま
ず
十
�
首
の
詩
題
・
詩
型
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
「
傷
逝
」
�
古
十
�
韻
、
②
「
往
富
平
傷
懐
」
�
古
十
韻
、
③
「
出
還
」
�
古
六
韻
、
④
「
冬
夜
」
�
古
�
韻
、
⑤
「
送
終
」

�
古
十
�
韻
、
⑥
「
除
日
」
�
律
、
⑦
「
対
芳
樹
」（
楽
府
）、
�
古
�
韻
、
⑧
「
月
夜
」
�
古
�
韻
、
⑨
「
嘆
楊
花
」
�
律
、

⑩
「
過
昭
国
里
故
第
」
�
古
十
�
韻
、
⑪
「
夏
日
」
�
律
、
⑫
「
端
居
感
懐
」
�
古
�
韻
、
⑬
「
悲
紈
扇
」（
楽
府
）
�
古
�
韻
、

⑭
「
閑
斎
対
雨
」
�
古
�
韻
、
⑮
「
林
園
晩
霽
」
�
古
�
韻
、
⑯
「
秋
夜
」
其
�
、
�
律
、
⑰
「
秋
夜
」
其
�
、
�
律
、
⑱
「
感

夢
」
�
律
、
⑲
「
同
徳
精
舎
旧
居
傷
懐
」
�
律
（
な
お
�
言
古
詩
は
、
す
べ
て
�
韻
到
底
格
）
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右
の
十
�
首
に
共
通
す
る
の
は
、
す
べ
て
�
言
詩
と
い
う
だ
け
で
、
詩
題
・
句
数
・
詩
型
す
べ
て
不
揃
い
で
あ
る
。
ま
た
潘
岳
悼

亡
詩
�
首
（
第
�
首
春
、
第
�
首
秋
、
第
�
首
冬
）
間
に
お
け
る
修
辞
上
の
有
機
的
関
係
性僴
や
江
淹
詩
十
首
（
第
�
・
�
首
春
、
第

�
・
�
首
夏
、
第
�
・
六
首
秋
、
第
�
・
�
首
冬
、
第
�
・
十
首
仙
界
）
の
よ
う
な
斉
合
性僘
は
皆
無
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
の

融
通
無
碍
さ
が
韋
詩
十
�
首
の
特
徴
の
�
つ
で
あ
り
、
多
篇
を
生
み
出
し
た
理
由
に
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
愛
す
る
人
の
死
後
、
残

さ
れ
た
者
は
哀
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
が
、
そ
の
感
情
の
起
伏
に
は
波
が
あ
る
。
詩
人
は
そ
の
波
の
高
ま
り
に
動
か
さ
れ
て
自
ず

と
筆
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
挽
歌
の
よ
う
に
、
殯
葬
、
送
葬
、
埋
葬
と
い
う
葬
礼
の
�
段
階
に
臨
む
、
い
わ
ば
決
め
ら
れ
た
時
だ
け

で
は
な
く
、
冷
た
い
雨
の
降
り
濡
つ
秋
の
夜
、
共
に
新
緑
を
楽
し
ん
だ
芳
樹
の
下
な
ど
、
折
節
に
妻
を
偲
ん
で
。

こ
の
よ
う
に
心
の
赴
く
ま
ま
自
然
に
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
十
�
首
で
あ
る
が
、
そ
の
構
成
に
つ
い
て
は
明
確
な
基
軸
を
看
取
し

得
る
。
そ
れ
は
、
潘
岳
・
江
淹
詩
に
則
っ
た
�
季
の
推
移
で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

ま
ず
第
�
首
「
傷
逝
」
は
、
恐
ら
く
総
序
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
、
特
定
の
季
語
は
見
当
ら
な
い
。

 　

  

染
白
�
為
黒　

白
を
染
め
む
れ
ば
�
に
黒
と
為
り

 

焚
木
尽
成
灰　

木
を
焚
け
ば
尽
く
灰
と
成
る

 　

  

念
我
室
中
人　

我
が
室
中
の
人
を
念
ふ
も

 

逝
去
亦
不
廻　

逝
去
し
て
亦
た
廻
ら
ず

 　

  

結
髪
�
十
歳　

結
髪
よ
り
�
十
歳

 

賓
敬
如
始
来　

賓
敬　

始
め
て
来
る
が
如
し

 　

  

提
携
属
時
屯　

提
携　

時じ
ち
ゅ
ん屯
に
属
し

 

契
闊
憂
患
災　

契け
つ

闊か
つ　

患
災
を
憂
ふ

11223344
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柔
素
亮
為
表　

柔
素　

亮
に
表
と
為
り

 

礼
章
夙
所
該　

礼
章　

夙
に
該
す
る
所
な
り

 　

  
仕
公
不
及
私　

公
に
仕
へ
て
私
に
及
ば
ず

 
百
事
委
令
才　

百
事　

令
才
に
委
ぬ

 　

  

�
旦
入
閨
門　

�
旦　

閨
門
に
入
れ
ば

 

�
屋
満
塵
埃　

�
屋　

塵
埃
に
満
つ

 　

  

斯
人
既
已
矣　

斯
の
人　

既
に
已
ん
ぬ
る
か
な

 

触
物
但
傷
摧　

物
に
触
れ
て
但
だ
傷
摧
す
る
の
み

 　

  

単
居
移
時
節　

単
居
し
て　

時
節
移
り

 

泣
涕
撫
嬰
孩　

泣
涕
し
て　

嬰
孩
を
撫
す

 　

  

知
妄
謂
当
遣　

妄
を
知
り
て
謂
ふ　

当
に
遣
る
べ
し
と

 

臨
感
要
難
裁　

感
に
臨
み
て　

要
す
る
に
裁
ち
難
し

 　

  

夢
想
忽
如
睹　

夢
想　

忽
ち
睹み

る
が
如
く

 

驚
起
復
徘
徊　

驚
起
し
て　

復
た
徘
徊
す

 　

  

此
心
良
無
已　

此
の
心　

良
に
已
む
無
し

 

繞
屋
生
藁
莱　

屋
を
繞
り
て　

藁
莱
生
ず

「
白
が
黒
に
染
ま
る
」
と
い
う
色
彩
の
変
化
が
生
か
ら
死
へ
の
暗
転
の
メ
タ
フ
ァ
と
し
て
詠
ま
れ
、
印
象
的
な
始
ま
り
だ
が
、
第
�
联

と
と
も
に
、
�
度
と
戻
ら
な
い
「
妻
の
死
の
永
遠
」
を
歌
っ
て
、
導
入
と
す
る
。

5566778899101011111212
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第
�
～
六
联
ま
で
は
、
�
十
年
に
及
ぶ
結
婚
生
活
を
回
顧
し
、
そ
こ
に
浮
ぶ
妻
像
を
描
出
す
る
。
前
述
の
如
く
、
安
史
の
乱
に
起

因
す
る
世
の
乱
れ
に
共
に
手
を
携
え
て
立
ち
向
か
い
、
有
能
で
婦
徳
を
備
え
た
妻
に
家
中
の
諸
事
万
般
、
安
心
し
て
委
ね
た
と
謡
う
。

こ
こ
ま
で
が
、
い
わ
ば
〈
昔
〉
を
詠
み
、
以
後
第
�
～
�
联
は
〈
今
〉
の
妻
無
き
空
室
の
悲
哀
を
、
赤
子
と
共
に
涙
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ

を
伴
っ
て
吐
露
す
る
。
第
十
联
か
ら
は
、
妻
へ
の
追
慕
の
情
も
哀
し
み
も
、
今
後
も
変
る
こ
と
な
く
抱
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
〈
未
来
〉

に
お
け
る
悲
哀
の
不
変
性
を
訴
え
て
結
ん
で
い
る
。

こ
こ
に
は
、
特
定
の
季
節
表
現
は
な
く
、
第
�
联
出
句
「
単
居
移
時
節
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
時
の
流
れ
が
巨
視
的
に
詠
ま
れ
、

昔
か
ら
今
、
そ
し
て
未
来
へ
と
大
き
く
流
れ
て
行
く
。

だ
が
第
�
首
か
ら
は
以
下
の
如
く
、
各
首
と
も
に
何
ら
か
の
季
節
表
現
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
�
首
「
富
平
に
往
き
て
傷
懐
す
」
は
冬
。

 　

  

晨
起
凌
厳
霜　

晨
に
起
き
て
厳
霜
を
凌
ぎ

 

慟
哭
臨
素
帷　

慟
哭
し
て
素
帷
に
臨
む

妻
逝
去
か
ら
ほ
ど
な
き
頃
、
富
平
へ
の
巡
視
に
赴
く
際
の
朝
ま
だ
き
厳
寒
の
さ
ま
を
詠
じ
て
い
る
。

第
�
首
「
出
還
」
も
冬
。

 　

  

悽
悽
動
幽
幔　

悽
悽
と
し
て
幽
幔
動
き

 

寂
寂
驚
寒
吹　

寂
寂
と
し
て
寒
吹
に
驚
く

ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
た
殯
室
の
帳
が
揺
れ
動
き
、
そ
こ
に
吹
き
込
ん
だ
木
枯
し
の
冷
た
さ
に
、
詩
人
は
わ
な
な
き
震
え
て

い
る
。

第
�
首
は
「
冬
の
夜
」

1133
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単
衾
自
不
暖　

単
衾　

自
か
ら
暖
か
な
ら
ず

 

霜
霰
已
暟
暟　
　

霜
霰　

已
に
暟が
い

暟が
い

た
り

寝
室
の
内
の
孤
独
感
が
、
果
て
し
な
く
真
白
に
広
が
る
室
外
の
冷
気
と
呼
応
す
る
。

第
�
首　
「
終
り
を
送
る
」
も
冬
。

 　

  

日
入
乃
云
造　

日
入
り
て
乃
ち
云こ
こ

に
造い
た

り

 

慟
哭
宿
風
霜　

慟
哭
し
て
風
霜
に
宿
す

柩
を
墓
地
ま
で
挽
い
て
く
る
と
、
日
没
に
な
り
、
風
吹
き
霜
降
り
、
心
身
と
も
に
冷
え
込
ん
だ
詩
人
は
胸
突
き
上
げ
ら
れ
て
慟
哭

す
る
。

第
六
首
「
除
日
」
は
春
の
始
ま
り
。

 　

  

冰
池
始
泮
緑　

冰
池　

始
め
て
泮と

け
て
緑
に

 

梅
楥
還
飄
素　

梅ば
い

楥け
ん　

還
た
素
を
飄
す

池
の
氷
も
ぬ
る
み
、
緑
に
な
れ
ば
、
梅
や
欅け
や
きが
早
く
も
白
い
花
を
飄
し
揺
れ
て
い
る
。

第
�
首
「
芳
樹
に
対
す
」
も
春
。

 　

  

迢
迢
芳
園
樹　

迢
迢
た
る
芳
園
の
樹

 

列
映
清
池
曲　

列
な
り
映
る　

清
池
の
曲

湾
曲
し
た
池
の
清
ら
か
な
水
面
に
、
芳
わ
し
い
緑
樹
が
ど
こ
ま
で
も
長
く
連
な
っ
て
映
っ
て
い
る
。

第
�
首
「
月
夜
」
も
春
。

1212663311
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皓
月
流
春
城　

皓
月　

春
城
に
流
れ

 

華
露
積
芳
草　

華
露　

芳
草
に
積
も
る

銀
色
に
輝
く
月
光
が
春
の
街
に
隈
無
く
降
り
注
ぎ
、
芳
わ
し
い
草
花
を
潤
し
て
い
る
露
の
玉
を
煌
め
か
せ
る
。

第
�
首
「
楊
花
を
嘆
ず
」
も
春
。

 　

  

空
蒙
不
自
定　

空
蒙
と
し
て
自
ら
定
ま
ら
ず

 

況
値
暄
風
度　

況
ん
や
暄
風
の
度
る
に
値
ふ
を
や

か
わ
や
な
ぎ
の
白
い
綿
毛
も
空
�
杯
に
ふ
わ
ふ
わ
飛
ん
で
、
霞
が
棚
引
く
よ
う
。
春
風
が
そ
よ
吹
け
ば
、
�
層
ふ
わ
ふ
わ
舞
い
上

が
る
。

第
十
首
「
昭
国
里
の
故
第
に
過
る
」
も
春
。

 　

  

物
変
知
景
暄　

物
変
じ
て　

景
の
暄あ
た
たか
な
る
を
知
り

 

心
傷
覚
時
寂　

心
傷
み　

時
寂
を
覚
ゆ

長
安
昭
国
里
の
旧
居兊
を
再
訪
す
る
と
、
庭
の
植
木
や
草
花
、
そ
こ
に
遊
ぶ
鳥
、
み
な
種
類
が
変
わ
り
、
暖
か
い
季
節
の
訪
れ
に
気

づ
い
た
が
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
�
入
深
ま
る
わ
び
し
い
思
い
。

第
十
�
首
は
「
夏
の
日
」。

 　

  

無
人
不
昼
寝　

人
の
昼
寝
せ
ざ
る
無
く

 

独
坐
山
中
静　

独
り
坐
し
て　

山
中
静
か
な
り

昼
の
長
い
夏
に
、
他
の
人
は
皆
昼
寝
を
し
て
い
る
が
、
�
人
眠
れ
ず
、
詩
人
は
山
の
静
寂
の
中
で
つ
く
ね
ん
と
座
り
込
ん
で
い
る
。

第
十
�
首
「
端
居
感
懐
」
は
夏
。

1111112222
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夏
木
遽
成
陰　

夏
木　

遽
か
に
陰
を
成
し

 

緑
苔
誰
復
履　

緑
苔　

誰
か
復
た
履
ま
ん

夏
の
木
立
ち
は　

勢
い
よ
く
茂
る
が
、
そ
の
下
の
苔
生む

し
た
緑
陰
を
訪
れ
る
人
は
も
は
や
い
な
い
。

第
十
�
首
「
紈
扇
を
悲
し
む
」
は
秋
。

 　

  

非
関
秋
節
至　

秋
節
の
至
る
に
関
す
る
に
非
ず

 

詎
是
恩
情
改　

詎
ぞ
是
れ　

恩
情
改
ま
ん
や

秋
が
来
よ
う
と
来
ま
い
と
、
愛
す
る
気
持
は
決
し
て
変
ら
な
い
。

第
十
�
首
「
閑
斎
に
て
雨
に
対
す
」
も
秋
。

 　

  

端
居
念
往
事　

端
居
し
て
往
事
を
念
ひ

 

倏
忽
苦
驚
飇　

倏
忽　

驚
飇
に
苦
し
む

世
の
片
隅
で
為
す
べ
き
こ
と
も
せ
ず
思
い
出
に
耽
っ
て
い
る
と
、
突
然
の
冷
た
い
つ
む
じ
風
に
ぞ
く
っ
と
す
る
。

第
十
�
首
「
林
園
晩
に
霽は

る
」
も
秋
。

 

　  

山
多兤
烟
鳥
乱　

山
多
く　

烟
鳥
乱
れ

 

林
清
風
景
翻　

林
清
く　

風
景
翻
る

連
な
る
山
々
の
上
、
夕
も
や
の
た
な
び
く
中
、
鳥
た
ち
が
乱
れ
飛
び
、
雨
に
洗
わ
れ
た
林
は
清
々
し
く
、
木
洩
れ
日
が
風
に
揺
れ

て
い
る
。

第
十
六
、
十
�
首
は
「
秋
夜
」
�
首
。

第
十
�
「
夢
に
感
ず
」
も
晩
秋
。

8811114422
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綿
思
靄
流
月　

綿
思　

流
月　

靄
た
り

 

驚
魂
颯
廻
飇　

驚
魂　

廻
飇　

颯
た
り

ま
ど
ろ
み
の
中
で
妻
の
姿
を
見
て
ハ
ッ
と
目
覚
め
れ
ば
、
尽
せ
ぬ
思
い
の
ま
ま
お
ぼ
ろ
に
流
れ
る
月
光
に
包
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ

に
ヒ
ュ
ー
と
吹
き
つ
け
る
冷
た
い
つ
む
じ
風
、
水
を
浴
び
せ
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
心
乱
れ
る
。

そ
し
て
、
最
後
の
第
十
�
首
「
同
徳
精
舎
の
旧
居
に
て
傷
懐
す
」
に
は
、
季
語
は
見
え
ず
、
十
年
ぶ
り
に
洛
陽
の
旧
居
を
�
人
で

再
訪
せ
ざ
る
を
得
な
い
哀
し
み
を
詠
ず
。

 　

  

時
遷
跡
尚
在　

時　

遷
る
も　

跡　

尚
ほ
在
り

 

同
去
独
来
帰　

同
に
去
り
て　

独
り
来
り
帰
る

十
年
の
時
の
経
過
を
巨
視
的
に
謡
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
十
�
首
の
構
成
は
、
第
�
首
と
第
十
�
首
が
巨
視
的
時
間
の
推
移
を
詠
み
、
中
の
第
�
～
十
�
首
は
、
冬

か
ら
始
ま
り
秋
に
終
わ
る
�
時
の
配
分
を
基
軸
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
三
章　

十
九
首
以
外
の
悼
亡
詩
の
可
能
性

第
�
章
に
お
い
て
十
�
首
構
成
の
基
軸
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
は
原
著
に
基
づ
く
も
の
か
、
そ
れ
と
も
王
欽
臣
に
拠
る
も
の

な
の
か
、
現
在
に
至
っ
て
は
断
定
し
得
な
い
。
だ
が
、
そ
の
際
、
参
考
に
な
る
の
は
、
元
稹
の
悼
亡
詩
�
十
�
首
で
あ
ろ
う
。
先
述

の
如
く
、
元
稹
は
元
蘋
の
縁
戚
で
あ
り
、
悼
亡
詩
の
系
譜
に
お
い
て
も
韋
詩
に
最
も
近
く
、
技
法
的
に
も
「
小
主
題
に
よ
る
多
角
的

表
現
」
と
い
う
韋
詩
を
継
承
し
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
そ
の
構
成
も
、
韋
詩
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
も
っ
と
も
彼
自
ら
が
編
ん
だ
と
さ
れ
る
『
元
氏
長
慶
集
』
�
百
巻
は
、
唐
末
か
ら
�
代
に
か
け
て
の
戦
乱
時
に
す
で
に
散
逸
し

3333
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て
い
る
。
拙
論
で
底
本
と
す
る
六
十
巻
本
（
冀
勤
點
校
、『
元
稹
集
』
中
華
書
局
、
�
�
�
�
年
�
月
）
の
源冝
と
い
う
べ
き
宋
版
六
十

巻
本
に
付
さ
れ
た
劉
麟
の
序
文
の
日
付
は
、
徽
宗
の
宣
和
六
年
（
�
�
�
�
）
で
あ
り
、
長
慶
年
間
（
�
�
�
～
�
�
�
）
か
ら
�

百
年
も
隔
た
り
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
�
十
巻
失
な
わ
れ
て
い
る
。
悼
亡
詩
も
恐
ら
く
当
時
の
ま
ま
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
元
稹

は
白
居
易
に
寄
せ
た
「
叙
詩
寄
楽
天
書
」（
巻
�
○
）
に
お
い
て
、「
不
幸
に
し
て
少
く
し
て
伉
儷
の
悲
し
み
有
り
。
存
を
撫
し
往
く

に
感
じ
て
数
十
詩
を
成
し
、
潘
子
の
悼
亡
を
取
り
て
題
と
為
す
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
、
底
本
第
�
巻
「
傷
悼
」
所
収
の
�

十
�
首
は
、
こ
の
「
数
十
詩
」
と
ほ
ゞ
合
致
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

元
詩
�
十
�
首
の
詩
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
「
夜
間
」
②
「
感
小
株
夜
合
」
③
「
酔
醒
」
④
「
追
昔
遊
」
⑤
「
空
屋
題
」
⑥
「
初
寒
夜
寄
盧
子
蒙
」
⑦
「
城
外
回
謝
子
蒙

見
諭
」
⑧
「
諭
子
蒙
」
⑨ 

⑩ 
⑪
「
�
遣
悲
懐
」
⑫
「
旅
眠
」
⑬
「
除
夜
」
⑭
「
感
夢
」
⑮
「
合
衣
寝
」
⑯
「
竹
簟
」
⑰
「
聴
庾
及

之
弾
烏
夜
啼
引
」
⑱
「
夢
井
」
⑲ 
⑳ 
㉑
「
江
陵
�
夢
」
㉒
「
張
旧
蚊
幬
」
㉓
「
独
夜
傷
懐
贈
呈
張
侍
御
」
㉔ 

～ 

㉛
「
六
年
春
遣
懐

�
首
」
㉜
「
答
友
封
見
贈
」
㉝
「
夢
成
之
」

今
、
�
十
�
首
の
詳
細
な
分
析
は
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
て
、
構
成
に
限
っ
て
韋
詩
と
比
較
す
れ
ば
、
次
の
�
点
が
明
ら
か
に
な

る
。
そ
の
�
は
、
季
節
の
推
移
に
関
し
て
、
元
詩
も
以
下
の
如
く
�
季
表
現
を
認
め
得
る
。

秋 

① 

② 

④
（
以
上
元
和
�
年
）
⑰ 

⑲
（
元
和
�
年
）、
冬 
⑥ 

⑦ 

⑫ 

⑬
（
元
和
�
年
）
㉓
（
元
和
�
年
）、
春 

⑱
（
元
和
�
年
）

㉔ 

～ 

㉛
（
元
和
六
年
）、
夏 

⑯ 

㉒
（
元
和
�
年
）

元
稹
の
妻
韋
叢
（
字
は
茂
之
）
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
元
和
�
年
�
月
�
日
で
あ
り
、
埋
葬
さ
れ
た
の
が
十
月
十
�
日冾
、
そ
れ
ゆ

え
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
作
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
季
語
や
季
節
表
現
が
認
め
ら
れ
な
い
詩
篇
が
十
�
首

に
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
如
く
「
除
夜
」「
感
夢
」
は
韋
詩
と
同
じ
詩
題
で
あ
り
、
元
稹
が
韋
応
物
悼
亡
詩
に
倣
っ
た
と
す
る
根
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拠
の
�
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
な
る
と
、
韋
の
悼
亡
詩
に
も
、
本
来
、
季
節
表
現
の
無
い
詩
篇
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
季
節
を
基
軸
と
し
た
十
�
首
の
構
成
は
、
王
欽
臣
が
整
理
編
集
し
た
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
彼
が
い
み
じ
く
も
序
文
で
「
其
の
雑
厠
を
去
」
っ
た
と
明
言
す
る
よ
う
に
、
季
節
表
現
の
無
い
悼
亡
詩
を
取
り
去
っ
て
、
他
の

「
部
居
」
に
組
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。

右
の
観
点
か
ら
、
本
来
悼
亡
詩
に
入
る
べ
き
詩
篇
を
捜
求
す
る
と
、「
夜
聞
独
鳥
啼
」（
巻
�
「
雑
興
」、
�
絶
）
が
該
当
作
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る凬
。

失
侶
度
山
覓　

侶
を
失
ひ　

山
を
度
り
て
覓も
と

め

投
林
舎
北
啼　

林
に
投
じ
て
舎
北
に
啼
く

今
将
独
夜
意　

今　

独
夜
の
意
を
将も

っ
て

偏
知
対
影
棲　

偏
へ
に
知
る　

影
に
対
し
て
棲
む
を

つ
が
い
の
片
割
れ
を
見
失
い
、
捜
し
求
め
て
啼
く
鳥
の
悲
痛
な
姿
は
、
妻
亡
き
夜
、
自
ら
の
影
を
見
つ
め
て
�
人
寝
の
哀
し
さ
を

深
め
る
詩
人
の
姿
に
重
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
拙
論
冒
頭
に
記
し
た
愛
す
る
妻
の
死
を
懇
ろ
に
悼
む
と
い
う
悼
亡
詩
の
定
義
に
則
る

作
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
夜
と
い
う
時
間
帯
は
明
ら
か
だ
が
、
明
確
な
季
語
は
見
ら
れ
な
い刕
。
そ
れ
よ
り
も
「
独
鳥
啼
」

と
い
う
主
題
が
優
先
さ
れ
、
動
植
物
、
虫
鳥
類
な
ど
を
詠
む
「
雑
興
」
に
配
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

元
詩
に
あ
っ
て
韋
詩
に
は
な
い
も
う
�
つ
は
、
知
友
に
宛
て
た
「
寄
贈
」「
酬
答
」
の
作
で
あ
る
。
こ
の
分
類
の
中
か
ら
は
「
寺
居

独
夜
、
寄
崔
主
簿
」（
巻
�
、
�
古
�
韻
）
を
掲
げ
よ
う
。

 　

  

幽
人
寂
不
寝　

幽
人　

寂
と
し
て
寝
ね
ず

 

木
葉
紛
紛
落　

木
葉　

紛
紛
と
し
て
落
つ
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寒
雨
暗
深
更　

寒
雨　

深
更
に
暗
く

 

流
螢
度
高
閣　

流
螢　

高
閣
を
度
る

 　

  
坐
使
青
燈
暁　

坐そ
ぞ

ろ
に
青
灯
を
し
て
暁あ
き

ら
か
な
ら
し
む
れ
ば

 
還
傷
夏
衣
簿　

還
た
傷
む　

夏
衣
の
薄
き
を

 　

  

寧
知
歳
方
晏　

寧な
ん

ぞ
歳
の
方ま
さ

に
晏く

る
る
を
知
ら
ん
や

 

離
居
更
蕭
索　

雑
居　

更
に
蕭
索
た
り

陶
敏
・
孫
望
両
注
と
も
に
本
篇
は
大
暦
十
�
年
秋
、（
妻
の
死
の
�
年
後
）、
櫟や
く

陽よ
う

（
陝
西
省
富
平
県
）
の
県
令
を
辞
し
て
、
長
安

西
郊
、
澧
水
の
岸
辺
に
あ
る
善
福
精
舎
で
の
閑
居
時
の
作
と
す
る
。「
幽
人
（
隠
遁
者
）」
と
自
称
す
る
詩
人
が
、
孤
独
を
抱
え
て
、

秋
の
夜
長
に
眠
れ
ぬ
姿
を
浮
び
上
ら
せ
て
い
る
。
韋
応
物
は
「
雨
」
を
謡
う
こ
と
が
多
い劜
。
こ
こ
で
も
、
冷
た
い
雨
に
閉
ざ
さ
れ
た

真
夜
中
の
空
間
に
季
節
は
ず
れ
の
弱
々
し
い
螢
が
迷
い
込
み
、
お
ぼ
ろ
に
揺
れ
る
青
い
灯
に
照
さ
れ
て
、
ゆ
る
ゆ
る
と
光
の
尾
を
引

い
て
過
っ
て
い
く
。
見
る
と
も
な
く
見
入
っ
て
い
た
詩
人
は
、
秋
の
寒
気
に
虚
を
衝
か
れ
る
。
ま
だ
夏
の
薄
着
の
ま
ま
の
哀
れ
な
身

上
に
、
�
層
深
ま
る
哀
切
の
情
。
即
ち
、
秋
に
な
れ
ば
、
詩
人
の
衣
類
に
配
慮
し
て
く
れ
る
は
ず
の
妻
の
不
在
を
詠
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
悼
亡
詩
で
な
い
と
い
え
よ
う
か
。
更
に
決
定
的
な
の
は
「
還
傷
夏
衣
薄
」
は
、
潘
岳
悼
亡
詩
第
�
首
第
�
聯
「
凜
凜

と
し
て
涼
風
升
り　

始
め
て
覚
ゆ　

夏
衾
の
單
な
る
を
（
凜
凜
涼
風
升　

始
覚
夏
衾
單
）」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
悼
亡
詩
と
看
做
し
得
る
本
篇
が
な
ぜ
十
�
首
の
中
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
本
篇
が
「
寄
贈
」
詩
で
あ
る
た

め
先
に
掲
げ
た
王
欽
臣
の
分
類
上
、
巻
�
の
「
寄
贈
上
」
に
配
分
さ
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
他
、「
寄
贈
」
上
収
録
の
「
過

扶
風
精
舎
旧
居
簡
朝
宗
巨
川
兄
弟
」「
�
禅
精
舎
登
覧
悲
旧
寄
朝
宗
巨
川
兄
弟
」
の
�
首
も
、
悼
亡
詩
と
看
做
せ
る
。「
朝
宗
、
巨
川

兄
弟
」
と
は
、
上
述
の
如
く
、
元
蘋
の
兄
弟
、
元
注
、
元
洪
（
長
男
・
次
男
）
を
指
す
。
前
者
の
「
扶
風
精
舎
の
旧
居
」
と
は
、
安

223344



韋
応
物
悼
亡
詩
論　

序
説

五三


史
の
乱
を
避
け
て
、
新
婚
の
�
人
が
身
を
寄
せ
た
陝
西
省
鳳
翔
府
扶
風
の
仏
寺
で
あ
る
。
妻
の
死
後
ま
も
な
く
、
そ
の
旧
居
を
訪
れ

た
時
の
悲
哀
を
妻
の
兄
弟
に
率
直
に
吐
露
し
て
い
る
（
�
古
�
韻
）。
前
半
で
仏
寺
の
変
わ
り
よ
う
と
、「
此
に
迨お
よ

び
て
独
り
忡
忡
た

り
」「
零
落
し
て
故
老
に
逢
ひ
、
寂
寥
、
草
虫
に
悲
し
む
」
と
自
身
の
悲
哀
を
詠
ん
だ
後
、
後
半
の
�
联
は
、
次
の
よ
う
に
謡
う
。

 　

  
栖
止
事
如
昨　

栖
止　

事
は
昨
の
如
き
も

 

芳
時
去
已
空　

芳
時　

去
り
て
已
に
空
し

 　

  

佳
人
亦
攜
手　

佳
人
も
亦
た
手
を
攜
ふ
る
に

 

再
往
今
不
同　

再
往　

今
同
じ
か
ら
ず

 　

  

新
文
聊
感
旧　

新
文　

聊
か
旧
に
感
じ

 

想
子
意
無
窮　

子
を
想
ひ
て　

意　

窮
ま
り
無
し

往
時
の
良
き
思
い
出
は
、
ま
る
で
昨
日
の
よ
う
に
鮮
や
か
に
浮
ぶ
の
に
、
そ
れ
は
も
う
遙
か
昔
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
発
想
の
眼
字
で
あ
る
「
如
昨
」
は
韋
の
悼
亡
詩
第
六
首
「
除
日
」
冒
頭
に
も
見
ら
れ
（「
思
懐
耿
と
し
て
昨
の
如
し
」）、
さ
ら
に
言

え
ば
、
潘
岳
悼
亡
詩
第
�
首
の

 　

  

念
此
如
昨
日　

此
を
念
へ
ば　

昨
日
の
如
き
も

 

誰
知
已
卒
歳　

誰
か
知
ら
ん　

已
に
歳
を
卒
ふ
と
は

に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
第
六
联
出
句
「
佳
人
」
は
、
韋
の
悼
亡
詩
第
�
首
「
対
芳
樹
」
第
�
联
で
も
「
佳
人
再
び
は
攀
ぢ
ざ
る
も  

下
に
往
来
の
躅あ
と

有
り
」
と
詠
む
。
妻
を
「
佳
人
」
と
呼
ぶ
の
は
、
江
淹
の
悼
亡
詩
に
始
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
攜
手
」
は
後
者
の

「
�
禅
精
舎
…
…
」
に
も
見
え
る
が劦
、
韋
の
悼
亡
詩
中
「
永
く
絶
た
る
、
攜
手
の
歓
」（
第
十
首
「
過
昭
国
里
故
第
」
第
十
�
句
）
な

ど
に
用
い
ら
れ
、
前
述
の
如
く
、
苦
難
を
共
に
乗
り
越
え
た
と
い
う
共
感
を
表
わ
す
韋
の
妻
に
対
す
る
基
本
的
詩
語
で
あ
る
。
後
者

55667744
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の
「
�
禅
精
舎
…
」
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
で
省
略
す
る
が
、
妻
の
兄
弟
に
寄
せ
た
こ
の
�
篇
は
、
紛
れ
も
な
く
悼
亡
詩
と
い

え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
右
の
�
首
は
、
本
来
悼
亡
詩
で
あ
っ
た
が
「
寄
贈
」
の
形
式
の
た
め
、
巻
�
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
推
論
し
得

る
の
で
あ
る
。

此
の
如
き
推
論
に
基
い
て
、
各
部
居
を
捜
索
す
る
と
、
巻
六
の
「
懐
思
」
に
「
雨
夜
感
懐
」（
�
古
�
韻
）「
発
蒲
塘
駅
沿
路
見
泉

谷
村
墅
忽
想
京
師
旧
居
追
懐
昔
年
」（
�
古
�
韻
）、「
行
旅
」
に
「
経
武
功
旧
宅
」（
�
古
�
韻
）
の
�
首
、
巻
�
の
「
雑
興
」
に
「
秋

夜
」（
�
古
�
韻
）「
対
雑
花
」（
�
古
�
韻
）「
子
規
啼
」（
�
絶
）「
郡
斎
臥
疾
絶
句
」（
�
絶
）
�
首
計
�
首
が
悼
亡
詩
と
看
做
し
得

る
。
そ
の
所
以
を
以
下
に
記
そ
う
。「
雨
夜
感
懐勀
」
も
先
に
悼
亡
詩
と
し
て
引
い
た
「
寺
居
独
夜
…
」
と
同
様
、
詩
人
は
小
糠
雨
が
降

り
そ
ぼ
る
夜
、
眠
れ
ぬ
ま
ま
孤
独
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
心
中
を
詠
ん
で
い
る
。

 　

  

耿
耿
心
未
平　

耿
耿
と
し
て
心
未
だ
平
か
な
ら
ず

 

沈
沈
夜
方
半　

沈
沈
と
し
て　

夜　

方
に
半
ば
な
り

 　

  

独
驚
長
簟
冷　

独
り
驚
く　

長ち
ょ
う
て
ん簟の
冷
き
に

 

遽
覚
愁
鬢
換　

遽
か
に
覚
ゆ　

愁
鬢
の
換
は
る
を

「
長
簟
」
は
、
潘
岳
悼
亡
詩
第
�
首
の
「
展
転
と
し
て
枕
席
を
眄み

れ
ば
、
長
簟　

牀
に
竟わ
た

り
て
空
し
（
展
転
眄
枕
席
、
長
簟
竟
牀

空
）」
を
踏
ま
え
、
�
人
寝
の
わ
び
し
さ
を
詠
む
。
こ
れ
は
、
元
詩
の
⑯
「
竹
簟
」
に
も
類
す
。
ま
た
愁
い
の
た
め
に
鬢
が
白
く
な
っ

た
と
い
う
老
い
の
自
覚
は
、
十
�
首
の
内
、「
咨
嗟
す　

日
々
復
た
老
ゆ
る
を
（
咨
嗟
日
復
老
）」（
第
�
首
「
出
還
」
第
�
句
）「
晩

歳　

夙し
ゅ
く
し志
淪
み
（
晩
歳
夙
志
淪
）」（
第
�
首
「
冬
夜
」）「
傷
多
く
人
自
ら
老
ゆ
（
傷
多
人
自
老
）」（
第
�
首
「
月
夜
」）
な
ど
悼
亡
詩

に
散
見
す
る
自
意
識
で
あ
る
。
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「
蒲
塘
駅
を
発
し
て
路
に
沿
ひ
て
泉
谷
の
村
墅
を
見
、
忽
ち
京
師
の
旧
居
を
想
ひ
、
昔
年
を
追
懐
す
」
は
、
貞
元
�
年
（
�
�
六
）

江
州
（
江
西
省
）
刺
史
と
し
て
属
県
を
視
察
中
、
都
の
旧
居
を
思
い
出
し
た
追
想
の
作
で
あ
る
。
前
半
は
、
春
風
の
中
、
巡
視
の
馬

を
進
め
る
様
子
を
詠
む
が
、
も
や
に
煙
る
谷
川
の
景
色
が
、
詩
人
を
過
去
へ
と
誘
う
。

 　

  
荏
苒
斑
鬢
及　

荏じ
ん

苒ぜ
ん

と
し
て
斑
鬢
及
び

 

夢
寝
婚
宦
初　

夢
寝
す　

婚
宦
の
初
め

 　

  

不
覚
平
生
事　

覚
え
ず　

平
生
の
事

 

咄
嗟
�
紀
余　

咄
嗟
に
�
紀
余
な
る
を

 　

  

存
没
闊
已
永　

存
没　

闊
と
し
て
已
に
永
く

 

悲
多
歓
自
疏　

悲
し
み
多
く
歓
び
自
ら
疏
な
り

 　

  

高
秩
非
為
美　

高
秩
は
美
と
為
す
に
非
ず

 

闌
干
涙
盈
裾　

闌
干
と
し
て　

涙　

裾
に
盈
つ

「
荏
苒
」
は
、
潘
岳
悼
亡
詩
第
�
首
冒
頭
の
詩
語
「
荏
苒
と
し
て
冬
春
謝さ

り
、
寒
暑
忽
ち
流
易
す
（
荏
苒
冬
春
謝
、
寒
暑
忽
流
易
）」

で
、
歳
月
が
次
第
に
流
れ
行
く
さ
ま
を
意
味
す
る
。
�
十
�
年
以
上
（「
�
紀
余
」）
の
思
い
出
の
中
心
は
妻
で
あ
り
、
そ
の
喪
失
の

た
め
に
、「
悲
し
み
多
」
い
人
生
で
、
詩
人
は
裾
を
濡
ら
す
ほ
ど
に
滂
沱
と
し
て
涙
を
流
し
て
い
る
。

「
武
功
の
旧
宅
を
経勛
」
の
「
武
功
」
と
は
、
京
兆
府
西
方
の
地
で
、
安
史
の
乱
に
よ
る
長
安
陥
落
の
�
ヶ
月
後
に
結
婚
し
た
韋
応
物

は
、
新
妻
と
と
も
に
、
そ
の
地
の
宝
意
寺
に
乱
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
乾
元
元
年
～
�
年
（
�
�
�
～
�
）
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

詩
中
、

55667788
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歴
載
俄
�
�　

載
を
歴
る
こ
と
俄
か
に
�
�

 

始
往
今
来
復　

始
め
て
往
き　

今　

来
復
す

「
�
�
」
即
ち
十
�
年
後
、
大
暦
十
�
、
十
�
年
（
�
�
六
・
�
�
�
）
頃
の
再
訪
で
、
彼
は
当
時
、
京
兆
府
功
曹
参
軍
で
あ
っ
た
。

大
暦
十
�
年
春
（「
茫
々
と
し
て
野
田
緑
な
り
と
あ
る
」）
な
ら
ば
、
正
に
元
蘋
逝
去
の
翌
春
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
特
に
潘
・

江
詩
を
踏
ま
え
る
詩
語
は
見
え
な
い
が
、
風
雨
に
洗
わ
れ
朽
ち
た
垣
根
や
建
物
を
謡
っ
た
後
、「
樹
に
羈き

雌し

の
宿
す
る
有
り
（
樹
有
羅

雌
宿
）」（
第
十
句
）
と
庭
の
樹
に
、
伴
侶
を
失
っ
た
雌
鳥
（「
羈
雌
」）
を
登
場
さ
せ
妻
の
化
身
の
よ
う
に
想
わ
せ
る
。
最
後
は
、
こ

う
歌
う
。

 　

  

欲
去
中
復
留　

去
ら
ん
と
欲
し
て
中
ご
ろ
復
た
留
ま
り

 

徘
徊
結
心
曲　

徘
徊
し
て　

心
曲　

結
ぼ
る

去
ろ
う
と
し
て
も
足
は
進
ま
ず
、
憂
い
に
沈
む
心
を
抱
え
て
い
つ
ま
で
も
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
詩
人
の
姿
。
そ
れ
は
、
妻
と
の
思

い
出
が
、
彼
を
引
き
止
め
て
い
る
に
他
な
ら
な
い
。

「
秋
夜
」
は
、
十
�
首
に
連
作
�
首
（
⑯ 

⑰
）
あ
り
、
巻
�
の
こ
の
作
も
、
連
作
�
首
と
同
じ
詩
型
の
�
言
古
詩
�
韻
。
内
容
的
に

も
、
秋
の
冷
涼
感
の
中
で
、
�
人
眠
れ
ず
悲
愴
に
沈
み
込
む
心
中
を
詠
み
、
�
首
と
酷
似
す
る
。

 　

  

暗
窓
涼
葉
動　

暗
窓
に　

涼
葉
動
き

 

秋
斎
寝
席
単　

秋
斎　

寝
席
単
な
り

こ
の
「
寝
席
単
」
は
、
潘
詩
第
�
首
第
�
联
（
前
掲
）
を
踏
ま
え
て
、
妻
の
不
在
を
意
味
し
て
い
る
。

 　

  

�
與
清
景
遇　

�
た
び
清
景
と
遇
は
ば

 

毎
憶
平
生
歓　

毎
に
憶
ふ　

平
生
の
歓

22771133
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如
何
方
惻
愴　

如
何
ぞ　

方
に
惻
愴
せ
ん

 

披
衣
露
更
寒　

衣
を
披き

て　

露　

更
に
寒
し

「
平
生
歓
」
は
、
十
�
首
中
の
「
秋
夜
」
其
�
に
も
「
惆
悵
た
り
平
生
の
懐
ひ
」（
第
�
句
）
と
見
え
る
。
詩
型
、
内
容
、
典
故
、

詩
語
と
も
に
十
�
首
中
の
「
秋
夜
」
と
酷
似
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
当
該
作
の
み
巻
�
に
配
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

「
対
雑
花
」
は
、
庭
園
に
咲
き
乱
れ
る
花
々
に
向
か
っ
て
「
単
棲　

遠
郡
を
守
」
る
身
で
「
永
日　

重
門
を
掩
ふ
」
よ
う
な
暮
し
で

は
、
花
以
外
に
共
に
語
り
合
う
相
手
も
い
な
い
と
嘆
い
て
い
る
。

「
子
規
啼匀
」「
郡
斎
に
て
疾
に
臥
す　

絶
句匇
」
の
�
首
に
関
し
て
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
各
々
評
語
を
引
く
だ
け
で
、
贅
言
を

略
す
こ
と
に
す
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
南
宋
・
劉
辰
翁
（
�
�
�
�―

�
�
�
�
）
が
「
比
れ
必
ず
悼
亡
の
後
の
作
に
し
て
、
次

第
見
る
可
し
」（
和
刻
本
巻
�
十
�
）
と
記
す
。
後
者
は
、
陶
敏
氏
が
「
亡
妻
を
懐
念
し
て
作
る
」
と
詩
題
に
注
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
悼
亡
詩
と
認
め
る
こ
と
に
吝
か
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

小
結

従
来
、
各
本
に
お
い
て
韋
応
物
の
悼
亡
詩
は
十
�
首
と
看
做
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
恐
ら
く
北
宋
の
王
欽
臣
が
、
�
季
の
推
移
を

基
軸
に
し
て
「
雑
厠
」
を
取
り
去
っ
た
結
果
、
連
作
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
、
右
の
考
察
の
結
果
、
新
た
に

十
�
首
を
悼
亡
詩
と
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
推
論
が
当
を
得
て
い
る
な
ら
ば
、
悼
亡
詩
の
系
譜
に

お
い
て
、
韋
詩
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
質
量
と
も
に
画
期
的
意
味
を
も
つ
と
評
価
で
き
よ
う
。
詩
形
に
お
い
て
は
、
�
律
・
�
絶
と

い
う
近
体
詩
を
含
み
、
妻
逝
去
後
、
何
年
に
も
亘
っ
て
綿
々
と
謡
い
継
が
れ
て
い
る
。
従
来
の
悼
亡
詩
の
概
念
（
�
、
�
首
構
成
、

�
、
没
後
�
年
の
製
作
、
�
、
�
言
古
詩
）
を
大
き
く
塗
り
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
絶
唱
、
そ
れ
が
韋
応
物
の
悼
亡
詩
と
断
じ
得
る

44
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の
で
あ
る
。

今
後
、
本
論
と
し
て
、
右
の
�
十
首
を
対
象
に
悼
亡
詩
の
系
譜
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
、
韋
詩
全
体
に
占
め
る
意
味
を
中
心
に
論

考
す
る
予
定
で
あ
る
。

注（
1
）　

漢
・
応
劭
撰
『
風
俗
通
義
』
巻
�
「
過
誉
」
に
見
え
る
語
。

（
2
）　
『
南
史
』
巻
十
�
后
妃
上
「
文
元
袁
皇
后
」
伝
。「
哀
策
」
と
は
、
天
子
、
后
妃
の
生
前
の
徳
を
賞
揚
す
る
韻
文
。

（
3
）　
『
南
史
』
巻
�
十
�
「
崔
祖
思
伝
」、
崔
元
祖
は
、
祖
思
の
子
息
。

（
4
）　

西
晋
・
孫
楚
（
？―

�
�
�
）
に
「
除
婦
服
詩
」
�
首
（
�
言
古
詩
�
韻
『
孫
馮
翊
集
』
所
収
）
が
あ
る
。

（
5
）　

入
谷
仙
介
「
悼
亡
詩
に
つ
い
て―
潘
岳
か
ら
元
稹
ま
で―

」（『
入
矢
教
授
、
小
川
教
授
退
休
記
念
中
国
文
学
語
学
論
集
』
筑
摩
書
房
、
�
�

�
�
年
）
参
照
。

（
6
）　

西
岡
弘
『
中
国
古
代
の
喪
礼
と
文
学
』
文
学
篇
第
�
章
哀
祭
文
学
第
�
節
挽
歌
（
汲
古
書
院
、
�
○
○
�
年
�
月
）
�
�
�
頁
。

（
7
）　

韋
応
物
以
降
、
元
稹
、
梅
堯
臣
、
王
十
朋
、
何
景
明
以
外
の
主
要
詩
人
の
悼
亡
詩
と
そ
の
篇
数
は
以
下
の
通
り
。［
唐
］
孟
郊
「
悼
亡
」
�

首
、
劉
禹
錫
「
謫
居
悼
往
」
�
首
、
趙
嘏
「
悼
亡
」
�
首
、
王
渙
「
悼
亡
」
�
首
、［
�
代
］
韋
荘
「
悼
亡
姫
」
�
首
［
北
宋
］
欧
陽
修
「
緑

竹
堂
独
飲
」
�
首
、
張
耒
「
悼
亡
」
�
首
、
陸
田
「
悼
亡
」
�
首
、［
南
宋
］
姜
特
立
「
悼
亡
」
�
首
、［
金
］
李
俊
民
「
悼
亡
」
�
首
、［
元
］

楊
弘
道
「
悼
亡
」
�
首
、
虞
集
「
悼
亡
」
�
首
、［
明
］
楊
愼
「
新
秋
悼
亡
」
�
首
、
王
世
貞
「
周
恭
人
悼
亡
」
�
首
、［
清
］
顧
炎
武
「
悼
亡
」

�
首
、
施
閏
章
「
悼
亡
」
�
首
、
呉
偉
業
「
追
悼
」
�
首
、
屈
大
均
「
哭
内
子
王
華
姜
」
十
�
首
、
王
士
禎
「
悼
亡
」
�
十
�
首
、
厲
鶚
「
悼

亡
姫
」
十
�
首
。

（
8
）　
「
故
河
南
元
氏
墓
誌
銘　

朝
散
郎
前
京
兆
府
功
曹
参
軍
韋
応
物
撰
并
書
」
ま
た
、
山
田
和
大
「
新
出
土
韋
応
物
妻
元
蘋
墓
誌
」（『
中
国
学
研

究
論
集
』
第
�
�
号
、
�
○
○
�
・
十
�
）
参
照
。

（
9
）　

丘
丹
書
「
唐
故
尚
書
左
司
郎
中
蘇
州
刺
史
京
兆
韋
君
墓
誌
銘
并
序
」
に
拠
れ
ば
、
韋
家
は
、
北
周
の
韋い

夐け
い

（
逍
遙
公
）
の
流
れ
を
汲
み
、
曽
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祖
父
待
価
は
則
天
武
后
期
の
尚
書
左
僕
射
・
同
中
書
門
下
平
章
事
、
祖
父
令
儀
は
梁
州
都
督
、
父
鑾
は
宣
州
司
法
参
軍
、
応
物
は
そ
の
�
男
。

（
10
）　

前
掲
論
文
（
注
（
8
））
六
�
頁
。

（
11
）　

元
稹
は
、
元
蘋
等
兄
弟
の
従
兄
弟
（
父
の
末
弟
元
持
の
子
息
）
の
墓
誌
銘
「
故
京
兆
府
盩
ち
ゅ
う
厔ち
つ

縣
尉
元
君
墓
誌
銘
」（『
元
氏
長
慶
集
』
巻
�

�
）
を
草
し
て
お
り
、
文
中
、
元
蘋
の
兄
弟
元
洪
の
子
息
、
元
晦
が
元
稹
に
執
筆
を
依
頼
し
た
と
記
す
。

（
12
）　

入
谷
仙
介
前
掲
論
文
注
（
5
）
参
照
。「
方
法
的
に
は
韋
応
物
の
、
小
主
題
の
積
重
ね
に
よ
る
大
主
題
の
多
角
的
表
現
と
い
う
方
法
を
継
承
」

（
�
�
�
頁
）。

（
13
）　
『
新
唐
書
』
巻
�
�
下
「
宰
相
世
系
表
�
下
」

（
14
）　

永
貞
元
年
（
�
○
�
）、
王
叔
文
、
王
伾
等
�
人
を
中
心
と
し
た
画
期
的
政
治
改
革
が
、
理
解
者
で
あ
っ
た
順
宗
の
退
位
な
ど
に
よ
り
潰
え
、

既
得
権
益
を
有
し
た
宦
官
や
高
官
の
反
撃
に
遭
っ
て
謀
反
と
さ
れ
、
�
人
は
司
馬
と
し
て
地
方
に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
柳
宗
元
、
劉
禹
錫

も
含
ま
れ
る
。

（
15
）　

元
洪
宛
て
の
返
書
�
通
が
柳
の
別
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
答
元
饒
州
論
春
秋
書
」（『
柳
宗
元
集
』
巻
�
�
）「
答
元
饒
州
論
政
理
書
」（
巻

�
�
）

（
16
）　

嫁
ぐ
日
の
こ
と
を
、
韋
応
物
は
「
幼
為
長
所
育
、
両
別
泣
不
休
」「
帰
来
視
幼
女
、
零
涙
縁
纓
流
」（「
送
楊
氏
女
」
巻
�
）
と
�
人
姉
妹
の

涙
の
別
れ
を
詠
ん
で
い
る
。

（
17
）　

楊
馮
、
字
は
虚
受
、
大
暦
�
年
（
�
�
�
）
進
士
科
状
元
及
第
後
、
監
察
御
史
、
礼
部
・
兵
部
郎
中
、
刑
部
侍
郎
な
ど
を
経
て
京
兆
尹
と
な

り
、
元
和
�
年
（
�
○
�
）、
御
史
中
丞
李
夷
簡
に
よ
っ
て
弾
劾
さ
れ
、
賀
州
臨
賀
（
広
西
省
）
の
尉
に
左
遷
さ
れ
た
（『
旧
唐
書
』
巻
�
�
六
、

『
新
唐
書
』
巻
�
六
○
）。
こ
の
左
遷
事
件
は
張
籍
「
傷
歌
行
」
に
も
詠
ま
れ
て
い
て
名
高
い
。
そ
の
経
緯
及
び
柳
宗
元
と
の
関
係
も
含
め
て
、

丸
山
茂
『
唐
代
の
文
化
と
詩
人
の
心
』
第
�
部
第
�
章
（
汲
古
書
院
、
�
○
�
○
年
�
月
）
に
詳
し
い
。

（
18
）　
「
先
君
石
表
陰
先
友
記
」（『
柳
宗
元
集
』
巻
十
�
）

（
19
）　
「
楊
評
事
文
集
後
序
」（『
柳
宗
元
集
』
巻
�
�
）

（
20
）　

元
錫
は
元
和
�
、
�
年
（
�
○
�
、
�
�
○
）
頃
、
衢
州
刺
史
を
皮
切
り
に
、
婺
州
（
元
和
六
？
～
�
年
）、
蘇
州
（
元
和
�
～
十
年
）、
福

州
（
元
和
十
～
十
�
年
）、
宣
州
（
元
和
�
～
十
�
年
）
な
ど
各
州
剌
史
を
歴
任
。（『
唐
刺
史
考
全
編
』
参
照
）
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（
21
）　
「
寄
李
儋
元
錫
」（
巻
�
）
は
、
陶
敏
、
孫
望
両
氏
と
も
興
元
元
年
春
の
作
と
す
る
。

（
22
）　

前
掲
山
田
論
文
（
注
8
）
六
十
頁
に
も
、
重
要
性
の
指
摘
が
あ
る
。

（
23
）　

丘
丹
書
墓
誌
銘
（
前
掲
注
（
9
））
参
照
。

（
24
）　

拙
論
に
引
く
韋
応
物
詩
の
底
本
は
、
�
部
叢
刊
所
収
『
韋
江
州
集
』。
対
校
本
は
、
元
刻
本
影
印
『
須
渓
先
生
校
本　

韋
蘇
州
集
』（
福
建
人

民
出
版
社
、
�
○
○
�
年
十
月
、
以
下
「
元
刻
本
」
と
称
す
）。
当
該
詩
は
巻
�
所
収
。
な
お
、
適
宜
、
下
記
の
�
校
注
本
を
参
照
。
陶
敏
・

王
友
勝
校
注
『
韋
応
物
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
�
�
�
�
年
十
�
月
、
以
下
「
陶
校
注
本
」
と
称
す
）。
阮
延
瑜
校
注
『
韋
蘇
州
詩
校

注
』（
華
泰
文
化
事
業
股　

有
限
公
司
、
�
○
○
○
年
十
�
月
、
以
下
「
阮
校
注
本
」
と
称
す
）。
孫
望
編
著
『
韋
応
物
詩
集
繋
年
校
箋
』（
中

華
書
局
�
○
○
�
年
�
月
、
以
下
「
孫
校
箋
本
」
と
称
す
）。
併
せ
て
宋
・
劉
須
渓
先
生
校
本
『
韋
蘇
州
集
』（
和
刻
本
漢
詩
集
成
第
�
輯
所
収
）

を
も
参
照
。
な
お
�
句
に
ま
た
が
る
上
の
数
字
は
、
第
何
联
か
を
表
わ
し
て
い
る
。
以
下
同
じ
。

（
25
）　
『
中
国
文
学
報
』
第
�
十
�
冊
、
�
�
�
�
年
十
月
。
�
�―

六
○
頁
。

（
26
）　
「
驪
山
」
は
「
長
恨
歌
」
で
有
名
な
温
泉
宮
（
華
清
宮
）
の
あ
る
山
。
韋
応
物
は
「
驪
山
行
」（
巻
十
）
で
離
宮
の
華
麗
さ
を
仙
宮
に
比
し
て

詠
ず
。「
長
楊
」
は
、
も
と
秦
の
宮
殿
で
、
玄
宗
の
狩
場
の
行
宮
。

（
27
）　
「
逢
楊
開
府
」
は
、
陶
敏
、
孫
望
両
氏
と
も
、
建
中
�
、
�
年
（
�
�
�
、
�
）
頃
の
作
と
す
る
。

（
28
）　

孫
校
箋
本
�
�
六
頁
。

（
29
）　

王
欽
臣
序
「
有
集
十
巻
、
而
綴
叙
猥
并　

非
旧
次
矣
。
今
取
諸
本
校
定
、
仍
所
部
居
、
去
其
雑
厠
、
分
十
�
総
類
、
合
�
百
�
十
�
篇
、
題

曰
韋
蘇
州
集
」。

（
30
）　

赤
井
益
久
「
韋
応
物
伝
記
伝
本
攷
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
�
十
�
巻
第
�
号
�
�
�
�
年
十
月
）。

（
31
）　

王
洙
（
侍
読
学
士
、
侍
講
学
士
を
兼
任
し
、
博
覧
強
記
で
有
名
）
の
子
。
元
祐
の
初
め
（
�
○
�
六
）、
工
部
員
外
郎
、
紹
聖
元
年
（
�
○

�
�
）、
集
賢
殿
修
撰
か
ら
和
州
（
安
徽
省
）、
饒
州
知
事
。
最
後
の
官
は
、
徽
宗
の
時
、
知
成
徳
軍
。
し
た
が
っ
て
、
韋
集
を
編
ん
だ
の
は
、

青
年
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。

（
32
）　

司
空
図
「
與
王
駕
評
詩
書
」
は
「（
王
）
右
丞
、
蘇
州
趣
味
澄
夐
、
若
清
風
之
出
岫
」、
蘇
軾
「
書
黄
子
思
詩
集
後
」
は
「
独
韋
応
物
、
柳
宗

元
発
纖
穠
於
簡
古
、
寄
至
味
澹
泊
、
非
余
子
所
及
也
」
と
評
す
。



韋
応
物
悼
亡
詩
論　

序
説

六
一

（
33
）　

斎
藤
希
史
「
潘
岳
〈
悼
亡
〉
詩
論
」（『
中
国
文
学
報
』
第
�
�
冊
、
�
�
�
�
年
十
月
）
参
照
。
第
�
首
（
春
）
十
�
韻
（
�
韻
到
底
格
）、

第
�
首
（
秋
）
十
�
韻
（
換
韻
格
）、
第
�
首
（
冬
）
十
�
韻
（
換
韻
格
）
と
句
数
も
押
韻
も
異
な
り
な
が
ら
、
季
節
推
移
を
基
軸
と
し
て
修

辞
的
に
堅
密
な
有
機
的
関
連
性
を
指
摘
す
る
。

（
34
）　

拙
論
「
江
淹
の
悼
亡
詩
」（『
日
本
文
学
誌
要
』
第
�
�
号
�
�
�
�
年
�
月
）
参
照
。
十
首
す
べ
て
�
古
�
韻
で
統
�
さ
れ
、
春
夏
秋
冬
に

�
首
ず
つ
配
当
し
、
第
�
・
十
首
で
仙
界
を
詠
ん
で
い
る
。

（
35
）　
「
昭
国
里
」
は
、
韋
応
物
が
京
兆
府
功
曹
だ
っ
た
時
の
住
居
。

（
36
）　

底
本
は
「
夕
」
に
作
る
。
今
、『
唐
詩
品
彙
』
巻
十
�
な
ど
の
諸
本
に
拠
っ
て
「
多
」
に
従
う
。

（
37
）　

元
稹
の
詩
文
集
の
成
書
伝
播
に
つ
い
て
は
、
花
房
英
樹
・
前
川
幸
雄
『
元
稹
研
究
』（
彙
文
堂
、
�
�
�
�
年
�
月
）
第
�
部
「
作
品
綜
合

研
究
」「
文
集
伝
本
の
系
譜
」
参
照
。
繋
年
に
つ
い
て
は
、
楊
軍
箋
注
『
元
稹
集
編
年
箋
注
』（
�
秦
出
版
社
、
�
○
○
�
年
六
月
）
参
照
。

（
38
）　

韓
愈
「
監
察
御
史
元
君
妻
京
兆
韋
氏
夫
人
墓
誌
銘
」（『
韓
昌
黎
文
集
』
巻
�
�
）
に
拠
る
。

（
39
）　

代
偉
「
論
韋
応
物
的
悼
亡
詩
」（『
牡
丹
江
教
育
学
院
学
報
』
第
�
�
�
期
、
�
○
○
�
・
�
）
の
指
摘
に
拠
る
。
以
下
の
�
篇
も
悼
亡
詩
と

し
て
対
象
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
言
及
し
て
い
な
い
。「
発
蒲
塘
駅
沿
路
見
泉
谷
村
墅
忽
想
京
師
旧
居
追
懐
昔
年
」（
巻
六
「
懐

思
」）「
子
規
啼
」「
郡
斎
臥
疾
絶
句
」（
以
上
巻
�
「
雑
興
」）

（
40
）
た
だ
し
、「
舎
北
」
と
あ
る
の
で
、
渡
り
鳥
と
考
え
れ
ば
、
秋
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

（
41
）　

旧
稿
「
韋
応
物
詩
論―

雨
の
時
空―

」（『
日
本
文
学
誌
要
』
第
六
六
号
、�
○
○
�
年
�
月
）
参
照
。
本
篇
に
つ
い
て
も
�
～
十
頁
に
解
説
。

（
42
）　

第
�
联
「
携
手
思
故
日
、
山
河
留
恨
情
」
と
詠
ず
。
さ
ら
に
第
�
・
�
联
は
「
存
者
邈
難
見
、
去
者
已
冥
冥
。
臨
風
�
長
慟
、
誰
畏
行
路
驚
」

と
歌
い
結
び
、
妻
の
死
を
悼
み
慟
哭
す
る
。

（
43
）　

旧
稿
（
前
掲
注
（
41
））
十
～
十
�
頁
参
照
。

（
44
）　

旧
稿
（
前
掲
注
（
41
））
�
頁
参
照
。「
登
宝
意
寺
上
方
旧
游
」（
巻
�
「
登
眺
」）題
下
注
に
「
寺
は
武
功
に
在
り
、
曽
て
此
の
寺
に
居
る
」
と

記
す
。

（
45
）　

高
林
滴
露
夏
夜
清　

高
林　

露
を
滴
ら
せ
て
夏
の
夜
清
く

南
山
子
規
啼
�
声　

南
山　

子
規　

啼
く
こ
と
�
声
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第
�
十
号

六
二

隣
家
孀
婦
抱
児
泣　

隣
家
の
孀
婦　

児
を
抱
き
て
泣
き

我
独
展
転
何
時
明　

我　

独
り
展
転
と
し
て　

何
れ
の
時
に
か
明
け
ん

（
46
）　

香
炉
宿
火
滅　

香
炉　

宿
火
滅
し

蘭
灯
宵
影
微　

蘭
灯　

宵
影　

微
か
な
り

秋
斎
独
卧
病　

秋
斎　

独
り　

病
に
卧
し

誰
与
覆
寒
衣　

誰
と
与
に
か
寒
衣
を
覆
は
ん

〔
追
記
〕

　
　
　

初
校
後
、
胡
旭
著
『
悼
亡
詩
史
』（
東
方
出
版
中
心
、
�
〇
�
〇
年
�
月
）
を
入
手
し
た
。
第
�
章
第
�
節
「
韋
応
物
〈
斯
人
既
已
矣
〉」
に

お
い
て
、
拙
論
と
同
様
、
悼
亡
詩
対
象
作
と
し
て
十
�
首
以
外
に
、
20
「
夜
聞
独
鳥
啼
」
21
「
子
規
啼
」
22
「
雨
夜
感
懐
」
23
「
有
所
思
」
24

「
発
蒲
塘
駅
沿
路
見
泉
谷
村
墅
忽
想
京
師
旧
居
追
懐
昔
年
」
25
「
秋
夜
」
26
「
�
夕
」
27
「
対
残
灯
」
の
�
首
を
付
加
し
、
さ
ら
に
、
悼
亡
が

主
題
で
は
な
い
が
、
亡
妻
に
関
わ
り
、
悼
亡
の
情
が
表
わ
れ
て
い
る
と
す
る
作
品
を
六
首
揭
げ
て
い
る
。
但
し
、
妻
の
姓
氏
は
不
詳
と
し
、
�

首
追
加
の
理
由
も
記
さ
な
い
。
ま
た
、
拙
論
と
重
な
ら
な
い
23
、
26
、
27
は
、
悲
哀
寂
寞
の
情
は
認
め
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
悼
亡
詩
と
は
断

定
し
得
な
い
。
胡
著
に
つ
い
て
の
詳
細
は
本
論
で
言
及
し
た
い
。




